




川崎病の発症にウイルス感染が何らかの役割を果たしているのではないかという疑いの下

に患者材料からウイルス分離を行う試みはこれまでに数多く行われてきたが,ほとんどす

べて陰性に終っている。これらの検索においては細胞培養における細胞変性効果が指標と

して用いられていた。しかしウイルスの種類によっては明らかな細胞変性効果を示さない

こともあるので,我々は糞便材料の電子顕微鏡的観察を行ってウイルス粒子の存在を調べ

た。その結果一部の患者材料にロタウイルスの存在を疑わせる成績が得られたので,さらに

多数の患者血清についてロタウイルス抗原を用いた血清反応を行った。 


